
えちぜんぜんじょうどうたんぼうき

仙 人 窟
せんにんいわや

慶松平から白山山頂に向かってしばらく登る

、 。と 別当出会からのびてくる観光新道と合流する

ここからは写真１の急な登り坂となる。

江戸時代に書かれた『白山紀行』には、禅

定道を登っていくと「餓鬼が喉」という狭き
が き のど

岩屋を過ぎる。左には岩が屏風を立てたよう

にあると記されている。現在、尾根筋には、

長さ ｍ前後の平らな岩が横たわり、その10

下がトンネル状になっており、仙人窟と呼ば

れている（写真 。２．３）

この岩は、山岳修験で重視された「胎内く
さんがくしゅげん たいない

ぐり」の場所と考えられる。修験では山中を

擬死再生の場と考え、岩穴をくぐることによ
ぎ し さ い せ い

り、再び母胎から生まれ出で、罪穢れを払う
ぼた い つみけが

ことができると信じられていた。

越前禅定道
白 山 ▲

写真１ 観光新道との合流点付近の急な坂

写真２ 仙人窟から山頂方向をのぞむ写真３ 仙人窟

ほ っ と

い っ ぷ く

～第 話～平泉寺こぼれ話 39
平泉寺からの出土品です。

？これは何でしょうか

ヒント
①． 直径は約 ㎝、高さは約 ㎝です。26 12

②． 砂岩でつくられています。

③． 上面の中央には穴があけられており、周囲には

多くの線が刻まれています。

． 、 。④ 平成２年の調査時に 堀の中から出土しました

答えは最下段↓
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越前禅定道探訪記 その22ｵｰﾌﾟﾝ後３か月間のｱﾝｹｰﾄ結果
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したうす まっちゃ
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（ ）２

昨年の10月６日にオープンしたまほろばですが、12月28日までに7,229人の方にご来

館いただきました。この３か月間のアンケート結果がまとまりましたので、お知らせしま

す。なお、前々回の平泉寺かわら版50号には、開館１か月のアンケート結果を掲載してお

（平泉寺かわら版のバックナンバーは勝山市のホームページからご覧いただけます）。ります

http：//www.city.katsuyama.fukui.jp勝山市ホームページ

まほろば白山平泉寺歴史探遊館

オープン後３か月間のアンケート結果

・前回の集計と比べて、市内の方は

２％、県外の方は４％増えました。

県外へのピーアール効果でしょうか。

・前回の集計と比べて、男性の入

館者が４％増え、男女ほぼ半数

の来館者となりました。

・前回の集計と比べて、 代と 代の中年30 50

～壮年期層の来館者が、それぞれ７％増え

70 18た一方で、 代以上のお年寄りの方は

％減りました。寒くなりお年寄りの方の外

出が少なくなったからでしょうか。

・前回の集計と比べて、広報で知ったという

方が５％増えたのに対し、テレビで知った

という方が５％減りました。まほろばがテ

レビで取り上げられる機会が少なくなった

からでしょうか。

・前回の集計と比べて、史跡見学会に参加したい

という方が７％増えたのに対し、自然観察会に

参加したいという方は６％減りました。これは、

自然観察にあまり適さない冬に入ったからでし

ょうか。

まほろば冬のクイズ探検
- ┬闺傲ш癌柏颁 -

（ ） （ ）とき ２月 ６日 土 ～ ２８日 木： 1

：1月から開始したクイズを解きな内容

がら、まほろば探検の第２弾。

第３弾までのクイズに全問正解す

ると記念品プレゼント。

第３回 まほろば講座

F紊Qūz`èd碳埋进
とき ２月３日（日）：

午前 時～ 時10 11

：山田雄造（勝山市史編さん室）講師

：市の無形文化財である滝波町や谷内容

地区のお面さんまつりと平泉寺との

関わりについてのお話しします。

！まほろばに雪のすべり台登場
まほろばの正面横に、大きな雪の滑り台が

できました。

子供たちが楽しく滑っています。

皆さんも気軽に遊びに来てくださいね。

（ソリは各自で用意してね）

かんじきで平泉寺探訪
とき ２月９日（土）～ 日（月・祝）： 11

午前 時～ 時10 12

：かんじきを履いて冬の境内や発内容

掘地を探検して

みませんか。

：各日とも 名定員 13

お紊づくり
とき ２月１日（金）～３日（日）：

午前 時～午後４時まで10

、内容： 節分にあわせ

紙で鬼の面をつ

くります。

！豆まきもあります

第２回 まほろば講座

1月20日実施「平泉寺発掘２４年」

平成元年度から実施してきた平泉寺の発掘調

査の概要について、勝山市教育委員会の宝珍

学芸員がお話ししました。

当日は、どうして発掘調査は始まったの？

中世の平泉寺の景観は？ 平泉寺と奥州平泉

との関係

は？など

について

お話しし

ました。

２月のイベント情報

１月に行われたイベント等

（ ）３

まほろばに雪のトトロ出現→


